
［成果情報名］小麦の幼穂長による出穂期の予測

［要約］小麦の幼穂長から出穂期に達するまでの日平均積算気温が推定可能で、その推定

値と日平均気温の平年値を用いることで出穂期の予測が可能であり、赤かび病防除等の作

業計画作成に活用できる。
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［区分］東北農業・作物（畑作物栽培）

［分類］技術・普及

--------------------------------------------------------------------------------

［背景・ねらい］

小麦の赤かび病防除には適期の薬剤散布が必須であるが、小麦は生育ステージの年次間

差が大きいため適期を逸する事例が多く、出穂期予測の重要性が高まっている。以前に出

穂 10 日程度前からの予測として、「葉耳間長による出穂期予測」を報告したが（平成 19

年度 研究成果情報 東北農業・作物）、無人ヘリによる防除の場合、散布スケジュール

が 3 月下旬から 4 月上旬頃（最大で出穂 50 ～ 60 日前）に決定されることも多く、その場

合は葉耳間長による出穂期予測では対応が困難である。そこで、無人ヘリでの防除に対応

するため、調査時期を 3 月下旬から 4 月上旬に想定し、幼穂長による出穂期予測について

検討した。

［成果の内容・特徴］

１．「幼穂長の常用対数」と「出穂期に達するまでの日平均積算気温」には高い負の相関

が認められ、直線で回帰される。得られた回帰式を用いて、幼穂長から出穂期に達す

るまでの日平均積算気温が推定可能である（図 1、2）。

２．「出穂期に達するまでの日平均積算気温」の推定値と実測値は高い精度で一致し、推

定誤差（RMSE）はシラネコムギで 33.3 ℃、ゆきちからで 21.1 ℃である（図 3）。

３．「出穂期に達するまでの日平均積算気温」の推定値と日平均気温の平年値を用いて、

出穂期に達するまでの日数を推定すると、出穂期に達するまでの日数の推定値と実測

値は高い精度で一致し、推定誤差（RMSE）はシラネコムギで 2.0 日、ゆきちからで 2.8

日である。（図 4）。

［成果の活用面・留意点］

１．幼穂長の調査は主茎で行う。幼穂長の測定により出穂期を予測することで、赤かび病

防除等の作業計画の作成に利用できる。

２．出穂期に達するまでの日数を予測するには、その地域における調査翌日からの日平均

気温平年値データを用いて行う。

３．本試験の播種期は宮城県古川農業試験場の所在地である宮城県北部における播種適期

の 10 月 10 日、播種晩限の 10 月 20 日、播種晩限を過ぎた 10 月 30 日である。



［具体的データ］

（宮城県古川農業試験場）

［その他］

研究課題名：主要農作物高位安定生産要因解析事業、麦類作況試験

生産・流通・加工工程における体系的な危害要因の特性解明とリスク低減技

術の開発（かび毒）MT-3106

予算区分：県単、委託プロ（生産工程プロ）

研究期間：2001 ～ 2008 年度

研究担当者：神崎正明、大場淳司

y = -199x + 424

R2 = 0.973***

0

100

200

300

400

500

600

-1 0 1 2

幼穂長（㎜）の常用対数

出
穂

期
に

達
す

る
ま

で
の

日
平

均
積

算
気

温
（
℃

）

2001

2002

2003

2004

2005

ｎ=100

y = -202x + 443

R
2
 = 0.989***

0

100

200

300

400

500

600

-1 0 1 2

幼穂長（㎜）の常用対数

出
穂

期
に

達
す

る
ま

で
の

日
平

均
積

算
気

温
（
℃

）

2004

2005

2006

n=42

100

200

300

400

500

600

100 200 300 400 500 600

推定値（℃）

実
測

値
（
℃

） ｼﾗﾈ06

ｼﾗﾈ07

ｼﾗﾈ08

ゆき07

ゆき08

ｼﾗﾈｺﾑｷﾞRMSE：33.3℃（n=27）

ゆきちからRMSE：21.1℃(n=21）

10

20

30

40

50

60

10 20 30 40 50 60

推定値（日）

実
測

値
（
日

）

ｼﾗﾈ06

ｼﾗﾈ07

ｼﾗﾈ08

ゆき07

ゆき08

ゆきちからRMSE：2.8日（n=21）

ｼﾗﾈｺﾑｷﾞRMSE：2.0日（n=27）

図3　出穂期に達するまでの日平均積算気温の
      推定値と実測値（2006～2008年）

図4　出穂期に達するまでの日数の推定値と
　　　実測値（2006～2008年）

図1　幼穂長の常用対数と出穂期に達するまでの
　　　日平均積算気温〔シラネコムギ〕（2001～2005年）

図2　幼穂長の常用対数と出穂期に達するまでの
　　　日平均積算気温〔ゆきちから〕（2004～2006年）

幼穂長は生育中庸な3～7株の平均値。

凡例は試験年度を表す。

図中の***は0.1％水準で有意であることを示す。

幼穂長は生育中庸な3～7株の平均値。

凡例は試験年度を表す。

図中の***は0.1％水準で有意であることを示す。

推定日は3月18日から4月10日の期間。 推定日は3月18日から4月10日の期間。

凡例の「シラネ」はシラネコムギ、「ゆき」はゆきちから、
数値は試験年度を表す。

凡例の「シラネ」はシラネコムギ、「ゆき」はゆきちから、
数値は試験年度を表す。

調査日は3月17日から出穂前までの期間。 調査日は3月17日から出穂前までの期間。


